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改訂：2020年 9月 30日

Cisco HX Data Platformのインストール前チェックリス
ト

HyperFlex Edge導入
CiscoHyperFlex Edgeは、リモートオフィス/ブランチオフィス（ROBO）環境およびエッジ環境にシンプルなハイパー
コンバージェンスを提供します。

Cisco HX Data Platformリリース4.0以降では、HyperFlex Edgeの導入は、 2ノード、 3ノード、または4ノードエッジ
クラスタに基づいて行うことができます。Cisco HyperFlex Edge展開を開始する前に理解し、設定する必要がある主要
な要件とサポートされているトポロジについては、「Cisco HyperFlex Edgeのインストール前チェックリスト」を参照
してください。

Cisco HyperFlex Systemsドキュメンテーションロードマップ
すべてのCisco HyperFlex Systemsマニュアルの一覧については、Cisco HyperFlex Systemsドキュメントロードマップを
参照してください。

チェックリストのインストラクション

これはお客様に送信する Cisco HyperFlex Systemsセールス、サービス、パートナーのためのプレエンゲージメント
チェックリストです。シスコは、このフォームを使用してお客様のシステムの初期設定用設定ファイルを作成し、タイ

ムリーかつ正確にインストールできるようにします。

HTMLページを使用してチェックリストに入力することはできません。重要

編集可能なフォームのローカルコピーのダウンロード

1. Cisco HX Data Platformチェックリストフォームをダウンロードします。

2. ローカルファイルを開き、フォームに入力します。

3. フォームを保存します。

4. フォームをシスコアカウントチームに返します。
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/hyperconverged_systems/HyperFlex_HX_DataPlatformSoftware/Edge_Deployment_Guide/b_HyperFlex_Edge_Preinstallation_Checklist_4_0.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/hyperconverged_systems/HX_series/doc-roadmap/HX_Series_Doc_Roadmap.html
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/hyperconverged_systems/HyperFlex_HX_DataPlatformSoftware/HyperFlex_Preinstall_Checklist/b_HX_Data_Platform_Preinstall_Checklist_form.pdf


連絡先情報

顧客アカウントチームと連絡先情報

電話電子メール役職名前

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

機器の出荷先住所

会社名

宛先の名前/部門

所在地住所 #1

所在地住所 #2

市区町村、都道府県、郵便番号

データセンター階および部屋番

号

オフィスの所在地（出荷先住所と異なる場合）

会社名

宛先の名前/部門

所在地住所 #1

所在地住所 #2
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市区町村、都道府県、郵便番

号

HyperFlexソフトウェアのバージョン
Cisco HX Data Platformインストーラ、Cisco HX Data Platform、および Cisco UCSファームウェアといった HXのコン
ポーネントは、さまざまなサーバにインストールされます。HX Storage Clusterとともに（またはその内部で）使用さ
れる各サーバの各コンポーネントに互換性があることを確認します。

• HyperFlexは、UCS Managerおよび UCS Server Firmwareバージョン 4.0(4a)、4.0(4b)、4.0(4c)をサポートしてい
ません。

これらのファームウェアバージョンにアップグレードしないでください。

これらの UCS Managerのバージョンにアップグレードしないでください。

重要

•事前設定された HXサーバと、インストールされている Cisco UCSサーバファームウェアのバージョンが同じで
あることを確認します。Cisco UCSファブリックインターコネクト（FI）のファームウェアバージョンが異なる
場合、ファームウェアバージョンを揃える手順については『Cisco HyperFlexシステムリリース 4.0アップグレー
ドガイド (VMware ESXi向け)』を参照してください。

• M4:新しいハイブリッドまたはオールフラッシュ (Cisco HyperFlex HX240c M4または HX220c M4)の導入の場
合は、 Cisco UCSManager 3.1(3k)、3.2(3i)、または 4.0(2b)以降がインストールされていることを確認してくだ
さい。詳細については、『推奨される Cisco HyperFlex HX Data Platformソフトウェアリリース』を参照して
ください。

• M5:新しいハイブリッドまたはすべてのフラッシュ（Cisco HyperFlex HX240c M5または HX220c M5）を展開
する場合は、推奨される UCSファームウェアバージョンがインストールされていることを確認してくださ
い。

SEDベース HyperFlexシステムについては、A（インフラストラクチャ）、B（ブレードサーバ）およ
び C（ラックサーバ）バンドルが、すべての SED M4/M5システムに対して Cisco UCS Managerバー
ジョン 4.0(2b)以降です。詳細については、CSCvh04307を参照してください。SEDベースHyperFlexシ
ステムでは、すべてのクラスタが HyperFlexリリース 3.5(2b)以降であることも確認します。詳細につ
いては、Field Notice (70234)および CSCvk17250を参照してください。

重要

• HXサーバを再インストールするには、サポートされている互換性のあるソフトウェアのバージョンをダウン
ロードします。要件と手順については『 Cisco HyperFlex Systems Installation Guide for VMware ESXi』を参照し
てください。

•重要： 4.0(1a) CIMC以前のバージョンを実行している Intersightエッジサーバについては、HUUにはファームウェ
アを更新するためのメカニズムが提案されます。
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/hyperconverged_systems/HyperFlex_HX_DataPlatformSoftware/HyperFlex_upgrade_guide/4-0/b_HyperFlexSystems_Upgrade_Guide_for_VMware_ESXi_4_0.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/hyperconverged_systems/HyperFlex_HX_DataPlatformSoftware/HyperFlex_upgrade_guide/4-0/b_HyperFlexSystems_Upgrade_Guide_for_VMware_ESXi_4_0.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/hyperconverged_systems/HyperFlex_HX_DataPlatformSoftware/release-guidelines-and-support-timeline/b-recommended-hx-data-platform-sw-releases.html
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvh04307
https://www.cisco.com/c/en/us/support/docs/field-notices/702/fn70234.html
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvk17250
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/hyperconverged_systems/HyperFlex_HX_DataPlatformSoftware/Installation_VMWare_ESXi/4_0/b_HyperFlexSystems_Installation_Guide_for_VMware_ESXi_4_0.html


表 1 : M4/M5サーバの HyperFlexソフトウェアバージョン

M5推奨 FI/サーバファームウェア

*(上記の重要な注意事項を必ず確認してください)

M4推奨 FI/サーバファームウェア

* (上記の重要な注意事項を必ず確認してくだ
さい)

HyperFlexリリース

4.0 (4i)4.0 (4i)4.0(2c)

4.0 (4h)4.0 (4h)4.0(2b)

4.0 (4h)4.0 (4h)4.0(2a)

4.0 (4h)4.0 (4h)4.0(1b)

4.0 (4e)4.0 (4e)4.0(1a)

物理要件

物理サーバの要件

• HX220c/HXAF220cクラスタ：

• UCS 6248UP、6332UP、6332-16UPファブリックインターコネクト（FI）に対して 2台のラックユニット
（RU）、または UCS 6296UP FIに対して 4台の RU

• HX220cノードには、それぞれ 1台の RUが必要です。たとえば、3ノードのクラスタには、3台の RUが、4
ノードのクラスタには、4台の RUが必要です。

•インストール時にトップオブラックのスイッチが含まれている場合、スイッチに少なくとも 2台分の RUス
ペースを追加します。

• HX240c/HXAF240cクラスタ：

• UCS 6248UP、6332UP、6332-16UPファブリックインターコネクト（FI）に対して 2台のラックユニット
（RU）、または UCS 6296UP FIに対して 4台の RU

• HX240cノードには、それぞれ 2台の RUが必要です。たとえば、3ノードのクラスタには、6台の RUが、4
ノードのクラスタには、8台の RUが必要です。

•インストール時にトップオブラックのスイッチが含まれている場合、スイッチに少なくとも 2台分の RUス
ペースを追加します。

隣接するラックスペースは必須ではありませんが、設置が簡単になります。

•このシステムには、クラスタのデバイスあたり 15 AMPの回線に接続された 2つの C13/C14電源コードが必要で
す。少なくとも、3つの HXノードと 2つの FIがあり、8つの HXノード、2つの FIとブレードシャーシまで拡
張できます。

•最大で 2つ - UCSファブリックインターコネクトに対して 4xのアップリンク接続。
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•ベストプラクティスによると、各 FIでは、既存のネットワークへの 2 X 10 GBの光接続、または 2 X 10 GBの
Twinaxケーブルが必要です。各 HXノードでは、接続のために Twinaxケーブルが 2本必要です（10 GBの光ファ
イバも使用できます）。6300シリーズ FIと展開する場合、FIあたり 2 X 40GbEのアップリンクを使用し、各 HX
ノードをデュアルネイティブ 40GbEで接続します。

• VICおよびNICのサポート:詳細については、『Cisco HyperFlex Systems:ネットワーキングトポロジ』のマニュア
ルを参照してください。

シングル FI HX展開はサポートされていません。（注）

ネットワーク要件

お使いの環境で以下のベストプラクティスが遵守されていることを確認してください。

•ネットワークごとに異なるサブネットと VLANを使用する必要があります。

•各ホストが 10 Gbpsケーブルを使用して UCSファブリックインターコネクトに直接接続していることを確認しま
す。

•ネットワーキングの問題を引き起こす可能性があるので、特に Disjoint Layer 2構成が使用されている場合は、デ
フォルトの VLANである VLAN 1を使用しないでください。別の VLANを使用します。

•非ネイティブの VLANに対応するように、アップストリームスイッチを設定します。Cisco HX Data Platformイン
ストーラは VLANをデフォルトで非ネイティブとして設定します。

各 VMware ESXiホストには、以下の個別ネットワークが必要です。

•管理トラフィックネットワーク：VMware vCenterから、ハイパーバイザ（ESXiサーバ）管理とストレージクラ
スタ管理を処理します。

•データトラフィックネットワーク—ハイパーバイザとストレージのデータトラフィックを処理します。

• vMotionネットワーク

• VMネットワーク

4つの vSwitchがあり、それぞれ異なるネットワークを伝送します。

• vswitch-hx-inband-mgmt：ESXiの管理およびストレージコントローラの管理に使用されます。

• vswitch-hx-storage-data：ESXiのストレージデータおよび HX Data Platformのレプリケーションに使用されます。

vswitch-hx-inband-mgmtと vswitch-hx-storage-dataの vSwitchは、割り当てられたスタティック IPアドレスでさらに
2つのポートグループに分割され、ストレージクラスタと ESXiホスト間のトラフィックを処理します。

• vswitch hx-vmotion：VMおよびストレージ VMware vMotionに使用されます。

この vSwitchには管理用に 1つのポートグループがあり、vCenterクラスタ内のすべてのホストに接続するVMware
vSphereを介して定義されます。
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• vswitch-hx-vm-network：VMデータトラフィックに使用されます。

Cisco UCS Managerの対応する vNICテンプレートで VLANの追加または削除を行い、vSwitchでポートグループ
を作成できます。

• HX Data Platformインストーラは vSwitchを自動的に作成します。

• HX Storage Clusterを作成した後、vSphereで以下のサービスを有効にします。

• DRS（vSphere Enterprise Plusのみ）

• VMotion

•ハイアベイラビリティ

（注）

ポート要件

ネットワークがファイアウォールの背後にある場合、標準的なポート要件の他に、VMwareはVMware ESXiとVMware
vCenter用のポートを推奨します。

• CIP-Mはクラスタ管理 IP用です。

• SCVMはコントローラ VMの管理 IPです。

• ESXiはハイパーバイザの管理 IPです。

次のファイアウォールポートが開いていることを確認します。

Time Server

基本情報ポート宛先[Source]Service/Protocolポート番号

双方向Time Server各 ESXiノード

各 SCVMノード

UCSM

NTP/UDP123
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HX Data Platformインストーラ

基本情報ポート宛先[Source]Service/Protocolポート番号

管理アドレス各 ESXiノードHX Data Platformイン
ストーラ

SSH/TCP22

管理アドレス各 SCVMノード

クラスタ管理CIP-M

UCSM管理アドレスUCSM

CIMC IP

管理アドレス各 ESXiノードHX Data Platformイン
ストーラ

HTTP/TCP80

管理アドレス各 SCVMノード

クラスタ管理CIP-M

UCSM管理アドレスUCSM

管理アドレス各 ESXiノードHX Data Platformイン
ストーラ

HTTPS/TCP443

管理アドレス各 SCVMノード

クラスタ管理CIP-M

UCSM管理アドレスUCSM

管理アドレス各 ESXiノードHX Data Platformイン
ストーラ

vSphere SDK/TCP8089

vCenterHX Data Platformイン
ストーラ

Heartbeat/UDP/TCP902

各 ESXiノード

管理アドレスESXi IPs

CVM IPs
HX Data Platformイン
ストーラ

Ping/ICMPなし

クラスタ管理CIP-MHX Data Platformイン
ストーラ

UDP/TCP9333

メールサーバ

クラスタイベントへの電子メールサブスクリプションではオプションです。
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基本情報ポート宛先[Source]Service/Protocolポート番号

任意メールサーバ（Mail
Server）

各 SCVMノード

CIP-M

UCSM

SMTP/TCP25

モニタリング

UCSインフラストラクチャをモニタリングするためのオプション。

基本情報ポート宛先[Source]Service/Protocolポート番号

オプションUCSMモニタリングサーバSNMP Poll/UDP161

任意モニタリングサーバUCSMSNMPトラップ/UDP162

Name Server

基本情報ポート宛先[Source]Service/Protocolポート番号

管理アドレスName Server各 ESXiノードDNS/TCP/UDP53（外部ルックアッ
プ）

管理アドレスName Server各 SCVMノード

クラスタ管理Name ServerCIP-M

Name ServerUCSM

vCenter

基本情報ポート宛先[Source]Service/Protocolポート番号

双方向各 SCVMノード

CIP-M

vCenterHTTP/TCP80

双方向各 ESXiノード

各 SCVMノード

CIP-M

vCenterHTTPS (プラグイ
ン)/TCP

443

双方向各 ESXiノード

各 SCVMノード

CIP-M

vCenterHTTPS (VC SSO)/TCP7444
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基本情報ポート宛先[Source]Service/Protocolポート番号

双方向各 ESXiノード

各 SCVMノード

CIP-M

vCenterHTTPS (プラグイ
ン)/TCP

9443

各 ESXiノードvCenterCIMサーバ/TCP5989

ESXiリリース 6.5で導
入されました

各 ESXiノードvCenterCIMサーバ/TCP9080

このポートは、各ホス

トからアクセス可能で

ある必要があります。

このポートが HXイン
ストーラから ESXiホ
ストに開かれていない

場合、インストールは

エラーになります。

各 ESXiノードvCenterHeartbeat/TCP/UDP902

ユーザ

基本情報ポート宛先[Source]Service/Protocolポート番号

管理アドレス各 ESXiノードUserSSH/TCP22

管理アドレス各 SCVMノード

クラスタ管理CIP-M

HX Data Platformイン
ストーラ

UCSM管理アドレスUCSM

vCenter

SSO Server

管理アドレス各 SCVMノードUserHTTP/TCP80

クラスタ管理CIP-M

UCSM

HX Data Platformイン
ストーラ

vCenter
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基本情報ポート宛先[Source]Service/Protocolポート番号

各 SCVMノードUserHTTPS/TCP443

CIP-M

UCSM管理アドレスUCSM

HX Data Platformイン
ストーラ

vCenter

vCenter

SSO Server

UserHTTPS (SSO)/TCP7444

vCenterUserHTTPS (プラグイ
ン)/TCP

9443

SSO Server

基本情報ポート宛先[Source]Service/Protocolポート番号

双方向各 ESXiノード

各 SCVMノード

CIP-M

SSO ServerHTTPS (SSO)/TCP7444

ストレッチウィットネス

HyperFlexストレッチクラスタを展開する場合にのみ必要です。

基本情報ポート宛先[Source]Service/Protocolポート番号

双方向,管理アドレス各 CVMノードウィットネスZookeeper/TCP2181

2888

3888

双方向,管理アドレス各 CVMノードウィットネスExhibitor (Zookeeper
lifecycle)/TCP

8180

潜在的な将来の必要条

件

各 CVMノードウィットネスHTTP/TCP80

潜在的な将来の必要条

件

各 CVMノードウィットネスHTTPS/TCP443
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Replication

ネイティブ HX非同期クラスタからクラスタへの複製を構成する場合にのみ必要です。

基本情報ポート宛先[Source]Service/Protocolポート番号

双方向,クラスタ管理
IPアドレスを含める

各 CVMノード各 CVMノードデータサービスマ

ネージャピア/TCP
9338

双方向,クラスタ管理
IPアドレスを含める

各 CVMノード各 CVMノードCVM/TCPの複製3049

双方向,クラスタ管理
IPアドレスを含める

各 CVMノード各 CVMノードクラスタマップ/TCP4049

双方向,クラスタ管理
IPアドレスを含める

各 CVMノード各 CVMノードNR NFS/TCP4059

双方向,クラスタ管理
IPアドレスを含める

各 CVMノード各 CVMノード複製サービス9098

双方向,クラスタ管理
IPアドレスを含める

各 CVMノード各 CVMノードコーディネーション用

NRマスター/TCP
8889

双方向,クラスタ管理
IPアドレスを含める

各 CVMノード各 CVMノードハイパーバイザサービ

ス/TCP
9350

SEDクラスタ

基本情報ポート宛先[Source]Service/Protocolポート番号

ポリシーの設定UCSM（ファブリック
A、ファブリック B、
VIP）

各 SCVM管理 IP（ク
ラスタ管理 IPを含
む）

HTTPS443

Key ExchangeKVMサーバ各ノードからの CIMCTLS5696

UCSM

基本情報ポート宛先[Source]Service/Protocolポート番号

各 UCSノードの双方
向

CIMC OOB各 CVMノード暗号化など/TCP443

OOB KVMUCSMユーザKVM/HTTP81

OOB KVM暗号化UCSMユーザKVM/HTTP743
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その他

基本情報ポート宛先[Source]Service/Protocolポート番号

双方向,クラスタ管理
IPアドレスを含める

各 CVMノード各 CVMノードハイパーバイザサービ

ス/TCP
9350

その他の CVMへの各
CVMの双方向

各 CVMノード各 CVMノードCIP-Mフェールオー
バー/TCP

9097

インストーラへの

CVMアウトバウンド
各 SCVMノード各 SCVMノードRPCバインド/TCP111

Service Location
Protocol

インストーラ各 SCVMノードインストーラ/TCP8002

stDeployは接続、
uri/stdeployの要求を行
います

各 SCVMノード各 SCVMノードApache tomcat/TCP8080

Uri/auth/を使用した要
求

各 SCVMノード各 SCVMノード認証サービス/TCP8082

Roboの導入各 SCVMノード各 SCVMノードhxRoboControl/TCP9335

ポリシーの設定UCSM A/Bおよび VIP各CVM管理 IP (CIPを
含む)

HTTPS/TCP443

Key ExchangeKMSサーバ各ノードからの CIMCTLS/TCP5696

Graphite各 SCVMノード各 SCVMノードUDP8125

Service Location
Protocol

各 SCVMノード各 SCVMノードUDP427

SCVMのアウトバウン
ド通信

各 SCVMノード各 SCVMノードUDP32768～ 65535

標準設定がなく、異なるポート設定が必要な場合は、環境のカスタマイズについて、表7ポートのリテラル値を
参照してください。

ヒント
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HyperFlex外部接続
基本情報IPアドレス/FQDN/ポート/

バージョン

説明外部接続

すべてのデバイスコネクタ

は、svc.intersight.comを適

切に解決でき、かつポート

443のアウトバウンドで開始
される HTTPS接続を許可す
る必要があります。現在の

HXインストーラでは、
HTTPプロキシの使用がサ
ポートされています。

ESXi管理の IPアドレスは、
インストーラから ESXi管理
に必要とされるすべてのポー

トを介して、Cisco UCS
Managerから到達可能である
必要があります。これによ

り、Cisco IntersightからESXi
管理を展開できるようになり

ます。

詳細については、Intersight
ヘルプセンターのネット

ワーク接続要件を参照してく

ださい。

HTTPSポート番号：443

1.0.5-2084以降（Cisco
Intersightによって自動的に
アップグレード）

サポートされているHXシス
テムは、各システムの管理コ

ントローラに組み込まれてい

るデバイスコネクタを介し

てCisco Intersightに接続され
ます。

Intersightデバイスコネクタ

Auto Supportは、ノードのド
ライブ障害などのハードウェ

ア問題が発生した際の診断に

役立つハードウェアカウン

タの履歴を提供するため、有

効にすることを強く推奨しま

す。

SMTPポート番号：25Auto Support（ASUP）は、
HX Data Platformを通じて提
供されるアラート通知サービ

スです。

Auto Support

Intersightの接続性
Intersightの接続性に関連して、次の前提条件を検討してください。

• HXサーバのセットに HXクラスタをインストールする前に、対応する Cisco IMCインスタンスのデバイスコネク
タが Cisco Intersightに接続するように適切に設定され、登録されていることを確認します。

•インストールフェーズ中のポート 80、443、および 8089を介した CIMCと vCenter間の通信。
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•すべてのデバイスコネクタは、svc.intersight.comを適切に解決でき、かつポート 443のアウトバウンドで開始され
る HTTPS接続を許可する必要があります。現在の HXインストーラバージョンでは、HTTPプロキシの使用がサ
ポートされています。

•すべてのコントローラの VM管理インターフェイスは、svc.intersight.comを適切に解決でき、ポート 443のアウト
バウンドで開始されるHTTPS接続を許可する必要があります。現在のHXインストーラバージョンは、インター
ネットへの直接接続がない場合、HTTPプロキシの使用をサポートしています。

• IP接続 (L2または L3)は、各サーバの CIMC管理 IPから次のすべてに必要です。ESXi管理インターフェイス、
HyperFlexコントローラVM管理インターフェイス、vCenterサーバ。このパスのファイアウォールは、『Hyperflex
Hardeningガイド』で説明されている必要なポートを許可するように設定する必要があります。

• HXDPリリース 3.5(2a)以降、Intersightインストーラでは、HyperFlexサーバ上に工場出荷時にインストールされる
コントローラ VMが不要になりました。

同じサーバにHyperFlexを再展開する場合、新しいコントローラVMを Intersightからすべての ESXiホストにダウ
ンロードする必要があります。これには、各 ESXiホストが svc.intersight.comを解決し、ポート 443上の発信側で
開始したHTTPS接続を許可することが必要です。コントローラVMのダウンロードにプロキシサーバを使用する
ことはサポートされており、必要に応じて HyperFlexクラスタプロファイルで設定できます。

•クラスタの展開後、継続的な管理のために Intersight内で新しい HXクラスタが自動的に登録されます。

導入情報

Cisco HX Data Platformを展開し、クラスタを作成する前に、システムに関する次の情報を収集します。

Cisco UCSファブリックインターコネクト FI情報

UCSクラスタ名

FIクラスタの IPアドレス

UCS FI-A IPアドレス

UCS FI-B IPアドレス

KVM IPアドレスのプール

（HXノードあたり 1個必要）

サブネットマスクの IPアドレス

デフォルトゲートウェイの IPアドレス

00:25:B5:MAC Pool Prefix

（2文字の 16進数を指定）

adminUCS Managerのユーザ名
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Password

VLAN情報

ファブリックインターコネクトに VLAN IDをタグ付けします。

HX Data Platform、リリース 1.7：インストール前に FIで、すべての顧客 VLANをネイティブとしてドキュメン
ト化および設定します。

HX Data Platform、リリース 1.8以降：すべての顧客 VLANのデフォルト設定は非ネイティブです。

（注）

説明VLAN名VLAN IDネットワーク

次の各ネットワークにそれぞれ個別のサブネットと VLANを使用します。

ESXi、HX、および VMware
vCenter間の管理トラフィックに
使用されます。ルーティングが

可能である必要があります。

ハイパーバイザ管理ネット

ワーク

ストレージコントローラ管理

ネットワーク

VMware ESXi用 VLANおよび
Cisco HyperFlex（HX）管理

ストレージトラフィック用に使

用され、L2が必要です。
ハイパーバイザデータネット

ワーク

ストレージコントローラデー

タネットワーク

HyperFlexストレージトラ
フィック用 VLAN

該当する場合、VMotion VLAN
に使用されます。

vswitch-hx-vmotionVM VMware vMotion用 VLAN

VM/アプリケーションネット
ワークに使用されます。

vswitch-hx-vm-networkVMネットワーク用 VLAN

顧客の展開情報

OVFインストーラアプライアンスを使用して、HX Data Platformを導入します。インストーラアプライアンスをホス
トするには、vCenter HXClusterのメンバーではないESXiサーバが別途必要です。インストーラでは、管理ネットワー
クの IPアドレスが 1つ必要です。

インストーラアプライアンスの IPアドレスは、ハイパーバイザとストレージコントローラVMで使用される管理サブ
ネットから到達可能である必要があります。インストーラアプライアンスは、ESXiホストまたはクラスタインストー
ルの一部ではない VMプレーヤー/VMwareワークステーションで実行する必要があります。さらに、HX Data Platform
インストーラ VMの IPアドレスは HyperFlexホストが追加されている Cisco UCS Manager、ESXi、および vCenterの IP
アドレスで到達可能であることも必要です。

インストーラアプライアンスの IPアドレス
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ネットワーク IPアドレス

• /24より大きいネットワークの 169.254.X.Xの範囲にあるデータネットワーク IPはサポートされていないた
め、使用しないでください。

• 169.254.254.0/24の範囲にあるデータネットワーク IPアドレスは使用できません。

（注）

データネットワークの IPアドレス

（ルータブルである必要はない）

管理ネットワークの IPアドレス

（ルータブルであることが必要）

正常にインストールためには、データと管理ネットワークが異なるサブネット上にあることを確認します。重要

ストレージコント

ローラデータネッ

トワーク（Cisco
Intersightでは不
要）2

ハイパーバイザデータ

ネットワーク（Cisco
Intersightでは不要）1

ストレージコントロー

ラ管理ネットワーク

ハイパーバイザ管理

ネットワーク

ESXi Hostname*

サーバ 1：

サーバ 2：

サーバ 3：

サーバ 4:

サーバ 5：

ストレージクラスタ

データ IPアドレス
ストレージクラスタ管

理 IPアドレス

サブネットマスクの IP
アドレス

サブネットマスクの IP
アドレス

デフォルトゲートウェ

イの IPアドレス
デフォルトゲートウェ

イの IPアドレス

1
データネットワーク IPは、MACアドレスプレフィックスに基づき、169.254.X.0/24サブネットに自動的に割り当

てられます。
2
データネットワーク IPは、MACアドレスプレフィックスに基づき、169.254.X.0/24サブネットに自動的に割り

当てられます。

*ホストごとに DNSの転送レコードと逆引きレコードが作成されていることを確認します。DNSレコードが存在しな
い場合、ホストは FQDNの代わりに IPアドレスで vCenterに追加されます。
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VMware vMotionネットワーク IPアドレス

VMotionネットワークの IPアドレス（ソフトウェアから設定されていない）

•

•

•

•

•

ハイパーバイザクレデンシャル

rootrootユーザ名

rootパスワード

VMware vCenterの設定

HyperFlexは標準ポートを介して vCenterと通信します。ポート 80はリバース HTTPプロキシに使用されます。
ポート 443は vCenter SDKへのセキュア通信に使用され、変更することはできません。

（注）

vCenter FQDNまたは IPアドレス

vCenter管理ユーザ名

username@domain

vCenter管理者パスワード

vCenterデータセンター名

VMware vSphereコンピューティングクラ
スタおよびストレージクラスタの名前

シングルサインオン（SSO）

SSOサーバ URL*

•この情報は、SSO URLが到達可能でな
い場合のみ必要です。

•これは、ESXiバージョン 6.0以降では
自動的に実行されます。
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SSOサーバ URLは、vCenterの [vCenter Server] > [Manage] > [Advanced Settings]にあるキー config.vpxd.sso.sts.uriで確
認できます。

ネットワークサービス

•少なくとも 1個の DNSおよび NTPサーバが、HXストレージクラスタの外部存在する必要があります。

•現時点では、信頼性の高いソースを提供するには、内部でホストされている NTPサーバを使用してくださ
い。

•すべての DNSサーバは、展開を開始する前に、ESXiの各ホストについて順方向 (A)および逆方向 (PTR)の
DNSレコードを事前設定しておく必要があります。DNSを前もって正しく設定しておけば、ESXiホスト
を、IPアドレスではなく FQDNで vCenterに追加できます。

この手順をスキップした場合には、ホストは IPアドレスで vCenterインベントリに追加され、ユーザは
「vCenterクラスタのノードの識別方法を IPから FQDNに変更する」で説明されている手続きに従って、
FQDNに変換することが必要になります。

（注）

DNSサーバ

<Primary DNS Server IP address,
Secondary DNS Server IP address, …>

NTPサーバ

<Primary NTP Server IP address,
Secondary NTP Server IP address, …>

タイムゾーン

例：米国/東部、米国/太平洋

コネクテッドサービス

[Enable Connected Services]（推奨）

「はい」または「いいえ」で回答する

必要があります

サービス要求通知用の電子メール

例：name@company.com

Cisco TACへの連絡
問題解決時間を短縮するために Cisco Technical Assistance Center（TAC）のケースをオープンして、Cisco PRIMEコラボ
レーションアプリケーションから直接効率的なサポートを受けることができます。
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シスコサービス契約が有効なお客様、パートナー、リセラー、ディストリビュータは、Cisco Technical Supportで受賞
暦のあるテクニカルサポートサービスを 24時間体制で受けることができます。Cisco Technical Support Webサイトで
は、シスコ製品やシスコテクノロジーに関する技術的な問題を解決するためのオンラインのドキュメントやツールを

ご利用いただけます。

http://www.cisco.com/techsupport

TAC Support Case Managerオンラインツールを利用することで、最も素早く S3および S4のサポートケースを開くこ
とができます（S3および S4サポートケースは、最小限のネットワーク障害の問題と製品情報リクエストから構成さ
れます）。状況をご説明いただくと、TAC Support Case Managerが自動的に推奨する解決方法を提供します。推奨リ
ソースを使っても問題を解決することができなかった場合、TAC Support Case Managerがお客様のサポートケースを
Cisco TACのエンジニアに割り当てます。以下の場所から、TAC Support Case Managerにアクセスできます。

https://mycase.cloudapps.cisco.com/case

S1または S2のサポートケースに関して、またはインターネットアクセスがない場合は、電話で Cisco TACにご連絡
ください（S1または S2サポートケースは、著しいパフォーマンスの低下または停止などの製品のネットワークの問
題から構成されています）。お客様の業務を円滑に続行できるように、S1およびS2のサポートケースは、迅速にCisco
TACエンジニアに割り当てられます。

電話でサポートケースを開く場合は、次のいずれかの電話番号をご利用ください。

•アジア太平洋地区：+61 2 8446 7411

•オーストラリア：1 800 805 227

• EMEA：+32 2 704 55 5555

• USA: 1 800 5532447

企業およびサービスプロバイダー製品に関する Cisco TACの連絡先の一覧については、http://www.cisco.com/c/en/us/
support/web/tsd-cisco-worldwide-contacts.htmlを参照してください。

Cisco Small Business Support Center（SBSC）の連絡先の一覧については、http://www.cisco.com/c/en/us/support/web/
tsd-cisco-small-business-support-center-contacts.htmlを参照してください。
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【注意】シスコ製品をご使用になる前に、安全上の注意（www.cisco.com/jp/go/safety_warning/）をご
確認ください。本書は、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては、

日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている場合が
ありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容については米国サ

イトのドキュメントを参照ください。また、契約等の記述については、弊社販売パートナー、または、

弊社担当者にご確認ください。
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